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第 1章　 北朝鮮の「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」の現段階 
――核使用の宣言的措置と弾道ミサイル系列生産――

倉田　秀也

問題の所在――二つの戦争想定
核不拡散条約（NPT）の核兵器国、未締約国を問わず、「最小限抑止」をとる国は、核先
制不使用（NFU）という宣言的措置をとることがある。この核態勢をとる中国、インドで
はともに、退役軍人、政策決定に関与した元政府高官などから NFUを再検討する声が上がっ
ても、政府はそれを明確に否定した上で政府見解として NFUを再確認してきた。
これに対して北朝鮮は、最初の核実験を予告した外務省声明（2006年 10月 3日）で「絶
対に核兵器を先に使用しない」と宣言したにもかかわらず、第 3回核実験（2013年 2月 12日）
の後、朝鮮中央通信論評（2013年 3月 6日）が「核先制打撃」に初めて言及して以来、弾
道ミサイル実験に際して「核先制打撃」は党機関紙上でも常套的に用いられた。核使用の
指針については金正恩の発言も一貫していなかった。2016年 5月の朝鮮労働党第 7回大会
の活動総括報告で、「敵対勢力が核で
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われわれの自主権を侵害しない限り先に核兵器を使用
しない」（傍点は引用者）1と述べて、NFUに言及したにもかかわらず、その翌月 22日の
「中長距離戦略弾道弾」と呼ぶ「火星 -10」（「ムスダン」）を発射したとき、「先制核攻撃能
力を持続的に拡大、強化」する必要に言及していたのである。
北朝鮮が核使用について相反する言辞をとるのは、あえて曖昧性を意図したというより
は、北朝鮮がそもそも、NFUを構成要素とする「最小限抑止」と呼ばれる核態勢と「核先
制打撃」を必要とする二つの核態勢を同時にとっているためと考えるべきであろう。振り
返ってみれば、金正恩は朝鮮労働党中央委員会全員会議（2013年 3月 31日）で「戦争抑
止戦略」と「戦争遂行戦略」の二つに触れ、朝鮮半島で起こりうる戦争を二つに大別して
いることを示唆していた 2。これを受け、 最高人民会議法令「自衛的核保有の地位を一層
強化することについて」（2013年 4月 1日）が採択されたが、その第 4条では核使用につ
いて「敵対的な他の核保有国がわが共和国を侵略したり攻撃したりする場合、それを撃退
し報復を加えるために（中略）使用できる」とされた。ここでいう「敵対的な他の核保有国」
は米国を指すと考えてよいが 3、この一文も NFUのような文言を用いつつも、その「侵略」
「攻撃」の手段を「核」に限定していなかった。別言すれば、通常兵力による「侵略」「攻撃」
を北朝鮮が「撃退し報復を加える」とき核使用は排除されず、むしろ北朝鮮が先に核使用
に踏み切る可能性すら示していた。このように、北朝鮮の核態勢において NFUと「核先制
打撃」は、宣言的措置として相互に排他的な関係にはなっていない 4。
さらに、金正恩がいう「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」は、北朝鮮がこれまで開発
してきた弾道ミサイルの生産系列にも関連する。「火星」系列の弾道ミサイルは、米本土
への対価値攻撃を想定しつつ、液体燃料による射程延長を主眼に開発され、大陸間弾道ミ
サイル（ICBM）「火星 -14」（KN-20、2017年 7月 4日、7月 28日に発射実験）、「火星 -15」
（KN-22、2017年 11月 29日に発射実験）で当初の目的を達成した。他方、潜水艦発射型弾
道ミサイル（SLBM）の開発は「北極星」系列ですすめられ、そこでは固体燃料による発
射形式の開発を主眼としてきた。以下、「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」を核使用の宣
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言的措置を含めて検討した後、弾道ミサイル開発の系列生産の関連性を改めて確認してみ
る。これを踏まえた上で、2020年 10月の朝鮮労働党創建 75周年慶祝閲兵式（以下、党 75
周年閲兵式と略記）の軍事パレードでの金正恩演説、21年 1月の朝鮮労働党第 8回大会（以
下、第 8回党大会と略記）での金正恩の活動総括報告を検討し、閲兵式での軍事パレード
に登場した装備を北朝鮮の核態勢に位置づけてみる。

1．「最小限抑止」と「エスカレーション阻止」――系列生産の相乗効果

（1）宣言的措置の「二面性」――NFUと「核先制打撃」
金正恩がいう「戦争抑止戦略」が想定する戦争とは、米国よる直接の核攻撃によるもの
と考えられ、それを抑止する態勢は――中国、インドなどの「最小限抑止」と同様に――
NFUという宣言的措置と第 1撃後も残存する第 2撃能力で構成される。第 2撃能力は米本
土の大都市を破壊する対価値報復攻撃の可能性を示すことで米国に第 1撃を躊躇わせる「最
小限」でよく、そこでは弾道ミサイルの命中精度よりも破壊力に比重を置く。
これに対して、「戦争遂行戦略」が想定するのは――意図的、偶発的を問わず――前線で
の小規模の武力衝突が在韓米軍、半島外の米軍の介入にエスカレートする戦争であろう。
2015年 8月、北朝鮮が敷設した地雷により韓国軍下士官が負傷したことに端を発した「蓮
川砲撃戦」は、その端的な一例となる。そのとき、朝鮮人民軍の砲撃に韓国軍が自走砲で
反撃した後、東豆川の在韓米軍第 210砲兵旅団は砲撃態勢を整えていたというが、事態収
拾のため協議を提案した韓国側との間で「8・25 合意」が交わされて事態は一旦収拾した 5。
ただし、かりに事態収拾に失敗して「蓮川砲撃戦」に在韓米軍が介入しようとしたならば、
北朝鮮はそれを阻止する必要に直面したであろう。在韓米軍基地は再配置計画により平澤
などの南方に移転しつつあったが、北朝鮮がその間、固体燃料化された短距離弾道ミサイ
ル（SRBM）「トクサ」（KN-02）、多連装ロケット砲の射程を延ばしたのも、南方に移転す
る在韓米軍基地への対兵力攻撃能力をもつことで、在韓米軍の介入を阻止する最初のエス
カレーション・ラダーを構成するためであった。これら対南兵力攻撃能力は 19年から 20
年にかけ、北朝鮮版「イスカンデル」とも呼ばれる KN-23、600ミリ口径の発射管をもつ「超
大型放射砲」（KN-25）などの発射実験で集中的に誇示された 6。
しかし、これら対南兵力攻撃能力にもかかわらず、米軍の介入を阻止できなかった場合、
北朝鮮は在日米軍基地、グアムのアンダーセン米空軍基地など、朝鮮半島外の米軍基地を
確実に攻撃できる能力を示して介入を阻止することを考えなければならない。このような
対兵力攻撃能力は――対価値攻撃能力とは対照的に――破壊力よりも命中精度に比重を置
く。ただし、標的が 1000キロ以上離れた在日米軍、約 3400キロ以上離れたアンダーセン
米空軍基地の攻撃には、弾頭を軽量化しなければならない。弾頭が軽量化されても破壊力
を維持するには、やはり核弾頭でなければならない。北朝鮮が核のない在日米軍基地使用
を核による威嚇で抑止しようとしたにもかかわらず、米国が在日米軍基地を使用したとし
て、そこで北朝鮮が核を使用すれば、米国よりも北朝鮮が先に核を使用することになる。

2013年 3月に朝鮮中央通信論評が「核先制打撃」に言及し、北朝鮮は朝鮮半島外の米軍
基地への対兵力攻撃能力を誇示することになるが、そこでは「核先制打撃」に加え、標的
を正確に打撃できる「精密核打撃」が強調された。15年 2月の党政治局会議の決定書には
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「現代戦の要求に即した精密化、軽量化、無人化、知能化された（中略）先端武力装備をよ
り多く開発する」ことが謳われ、その後発射された弾道ミサイルの多くは、在日米軍ある
いはアンダーセン空軍基地への対兵力攻撃を想定していた 7。
在日米軍への対兵力攻撃能力としてはやはり、2017年 3月 6日に「発射訓練」として発
射された「火星 -9」（「スカッド -ER」）を挙げておかなければならない 8。「火星 -9」の射
程は約 1000 キロと推測されるが、それは東京、大阪などの大都市をあえて射程から外し、
朝鮮戦争当時、国連軍部隊の発進基地となった佐世保米海軍基地、岩国米海兵隊航空基地
への対兵力攻撃を想定していた。この発射実験の後、金正恩は「われわれ式の超精密化・
知能化されたロケットを絶えず開発し、質量的に強化する」と述べたと伝えられた。また、
朝鮮人民軍戦略軍はこの発射訓練が「在日米軍基地を攻撃目標として行われたことを隠さ
ない」とする代弁人談話を発表していた。
在日米軍への対兵力攻撃としては、SLBM開発を目的として「北極星」系列も挙げられ
る。この系列は 2016年 8月 26日の「北極星 -1」（KN-11）の発射実験の後、17年 2月に
は亀城で移動式発射台（TEL）を用いた地上から「北極星 -2」（KN-15）の発射実験が行わ
れ、ロフテッド軌道で高度約 550キロ、距離約 500キロ飛翔し、通常軌道で発射されれば
約 2000キロの射程をもつと推定された。「北極星 -2」の発射実験の際、朝鮮中央通信は「米
本土とともに日本駐屯の米帝侵略軍基地（複数）に精密に照準を合わせ」（括弧内は引用者）
ているとする論評を掲げ、金正恩も「弾道弾の命中性が非常に正確」と述べ、それが対兵
力攻撃を想定していたことを明らかにしていた。
グアムのアンダーセン米空軍基地に対しては、「中長距離戦略弾道弾」と呼ばれる「火
星 -10」（「ムスダン」）が挙げられる。「火星 -10」は発射失敗を繰り返した後、同年 6月に
発射に成功したとき、最大射程は約 4000キロに達するとみられたが、金正恩は発射成功を
受け、「先制核攻撃能力を持続的に拡大、強化する」必要性に触れていた。また同じく「中
長距離戦略弾道弾」と呼ばれた「火星 -12」（KN-17）が 2017年 5月 14日に発射されたが、
朝鮮中央通信は「最大頂点高度 2111.5キロまで上昇飛行して距離 787キロ」飛翔したと発
表し、ロフテッド軌道で発射したことを明らかにしたが、通常軌道で発射された場合、約
3000から 5000 キロ飛翔するとみられ、アンダーセン米空軍基地への対兵力攻撃を想定し
ていた。実際、同年 8月 8日、朝鮮人民軍戦略軍が代弁人声明を通じて「米領グアム周辺
を『火星 -12』で包囲射撃することを検討している」ことを明かにし、その翌日、金絡謙
戦略軍司令官は「グアム包囲射撃方案」を発表しつつ、「射程 3356.7キロを 1065秒間飛行
した後、グアム島の周辺 30から 40キロの海上水域に着弾することになるであろう」と発
表した。結局、「グアム包囲射撃」は見送られたものの、この「方案」はアンダーセン米空
軍基地が「火星 -12」の「核先制打撃」、「精密核打撃」の標的であることを示していた。
このように、金正恩がいう「戦争遂行戦略」とは、通常兵力による対南兵力攻撃から、
それが失敗したときに在日米軍基地、アンダーセン米空軍基地への対兵力攻撃の能力を示
すことで、在韓米軍の介入、朝鮮半島外の米軍の介入を阻止する「エスカレーション阻止」
と同義と考えてよい。これらに失敗したときには、北朝鮮は米本土への対価値攻撃を考え
ざるをえない。これは北朝鮮への米国による直接の核攻撃を想定した「戦争抑止戦略」を
構成すると同時に、「戦争遂行戦略」の最後のエスカレーション・ラダーにも想定されてい
ることになる。したがって、北朝鮮が「戦争抑止戦略」の下に NFUを掲げ、米本土への対
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価値攻撃を想定しても、それは「戦争遂行戦略」を構成する「核先制打撃」と「核精密打撃」
という対兵力攻撃を否定するわけではない。

（2）系列生産の領域――射程延長・燃料・発射方式
「火星」系列での弾道ミサイル開発は「テポドン」に遡るが、「テポドン -2」派生型がとっ
た事前に発射台に装着した上で液体燃料を注入して発射する方式から、上述の「火星 -10」
の発射以降、TELから発射に転じて一定の秘匿性を得た。また、2017年 5月から 9月まで
3回にわたる「火星 -12」は TELから発射された上、同年 7月の 2回の「火星 -14」、同年
11月の「火星 -15」の発射実験でさらに射程を延ばし、ICBMとしての射程をもつに至った。
しかし、射程延長に成功したとはいえ、「火星」系列の弾道ミサイルの実験は一貫して液体
燃料を用い、発射の「即応性」を欠いたままであった。「火星」系列はまた、ミサイルに直
接点火し噴射させるホット・ローンチをとっており、「火星 -15」でさえローンチ・パッド
からホット・ローンチで発射されていた。
これに対して「北極星」系列は、SRBM「トクサ」の技術を用い、「北極星 -1」から固体
燃料で開発された。さらに、17 年 2月に TELで「北極星 -2」が発射された際も、金正恩は「大
出力固体ロケットエンジンへと確固として転換した」ことを誇示していた。「北極星」系列
が SLBM開発を主たる目的としていたため、これらの実験は圧縮空気、高圧ガスなどでミ
サイルを浮上させた後に噴射させるコールド・ローンチ発射方式をとったが、「火星」系列
に「北極星」系列の固体燃料とコールド・ローンチ発射技術が転用されれば、「火星」系列
も固体燃料化された上で TELを損傷することなく発射でき、サイロに格納されても弾道ミ
サイルの噴射熱でサイロ底部を損傷することなく複数回の発射も可能となる。
他方、「北極星」系列もまた、射程距離を延ばしてきたことは確かではある。「北極星 -1」
は 2016 年 4月に行われた実験では約 30キロ飛翔したに過ぎなかったが、同年 8月の再実
験では約 500キロ飛翔した。また、2度の発射実験で「北極星 -2」が通常軌道で約 2000キ
ロの射程をもつと推定されたことは指摘した通りである。しかし、2019年 10月 2日に元
山沖からロフテッド軌道で発射された「北極星 -3」（KN-26）は、約 460キロ飛翔したとい
え、3段式に改良されたにもかかわらず、通常軌道で発射されたとしても「北極星 -2」の
射程約 2000キロを大きく超えるとは観測されなかった。「北極星」系列は――「火星」系
列とは異なり――度重なる発射実験にもかかわらず、「中距離戦略弾道弾」の射程を超えて
いなかったことになる。
確かに、「北極星」系列の SLBMがそれ以上射程を延ばそうとすれば、「火星」系列から
射程延長の技術を得ることもありうる。しかし、射程延長した SLBMは大型化し、それを
弾道ミサイル潜水艦（SSB）が搭載するには、当然その空間がなければならない。北朝鮮
の SSBはロシア、中国ではすでに退役した排水量約 1800トンの「033型」（中国で生産さ
れた「ロメオ」級潜水艦、水中排水量約 1830トン）を基盤とする「コレ（鯨）」級（水中
排水量約 1650から 2000トン）と考えられるが 9、旧ソ連初の SSB「611型」（「ズールー」級）
潜水艦の水中排水量は 2400トンであり、搭載された SLBMも 1から 2基であった 10。「ズー
ルー」級を下回る「コレ」級では複数の SLBM搭載は困難とみられ、実験用と考えられて
いた。北朝鮮がその後建造に着手した SSBは米国で「シンポ（新浦）」級と呼ばれたが、「シ
ンポ -B」級の水中排水量も約 1650から 2000トンと推定され、「コレ」級を上回るとは考
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えらなかった。もとより、北朝鮮の SSBが排水量と SLBMの発射管を増やしてきたことは
確かである。2017年 10月に開発中とされた SSBは「シンポ -C」級と呼ばれ、水中排水量
2000トンを超えると推測された 11。また、金正恩が 2019年 7月 22日に視察した「新たに
建造された潜水艦」は「北極星 -1」なら 3から 4本の発射管を備えられると観測され、も
はや実験用ではないことは明らかでありながら 12、依然「ロメオ」級に留まるとされてい
た 13。
しかも、北朝鮮の SSBはディーゼル燃料を用い、潜行距離も約 1500海里（約 2800キロ）
と推定されるが、北朝鮮の SSBに燃料補給する国は想定し難く、SSBが他国に停泊するこ
となく帰還しなければならないことを考えると、実際の作戦上の潜行距離はその半分以下
となる。金正恩が視察した上述の潜水艦については、「東海

3 3

（日本海を指す）作戦水域で任
務を遂行することとなり、作戦配備を目前にしている」（傍点、括弧内は引用者）14と報じ
られ、作戦水域が日本海を越えないことを自認していた。「北極星 -3」の発射に際して、『労
働新聞』は「われわれの北極星はどこにでも自分の発射地点を定めることができ、その射
程半径は想像を超えるものかもしれない」15とその能力を誇示したが、北朝鮮は SSBにつ
いては日本海での作戦を念頭におき、SLBMもこれまでの実験で示された「中距離弾道弾」
の射程をもつ「北極星」系列を運用することを考えなければならない。
「ロメオ」級 SSBの作戦上の潜航距離を 1000キロ強と仮定した上で、「北極星 -3」でも
約 2000キロの射程を大きく上回らないとすれば、在日米軍はともかく、北朝鮮から 3400
キロ以上南方にあるアンダーセン米空軍基地を射程に収めることは難しい。アンダーセン
米空軍基地を確実に射程に収めるには、「ロメオ」級を上回る潜航距離をもつ SSBを建造
するか、あるいは「火星」系列の射程延長技術を援用して、「北極星」系列の SLBMの射
程を延ばすしかない。しかし、後者の場合も、長射程化に伴い大型化した SLBMを搭載す
るには、やはり SSBも大型化しなければならない。「火星」系列から「北極星」系列の技
術転用は、「北極星」系列から「火星」系列への技術転用よりも困難と判断してよい。

2.「戦争抑止力」概念と多弾頭化の方向性――党 75周年閲兵式

（1）「火星」系列エンジン出力増大――「重大実験」と「新たな戦略兵器」
党 75周年閲兵式を検討する前に確認しておくべきは、2019年 12月 7日に西海衛星発射
場で行われた「重大実験」である。北朝鮮はこの実験の詳細を明らかにしていないが、そ
の結果は、「朝鮮民主主義人民共和国の戦略的地位をもう一度変化させる上で重要な働きを
することになるだろう」16とされ、同月 13日に再び西海衛星発射場で同様の実験が行われ
たときも、「最近相次いで成し遂げている国防科学研究の成果は（中略）信頼できる戦略的
核抑止力を一層強化するのに適用されるだろう」と報じられた 17。なお、2回目の実験の後、
朴正天朝鮮人民軍総参謀長は「米国の核の脅威を確実に頼もしく牽制、制圧するための朝鮮
のさらなる

3 3 3 3

戦略兵器の開発にそのまま
3 3 3 3

適用されることになるであろう」（傍点は引用者）18

と述べたという。
振り返ってみて、西海衛星射発射場では過去、2016年 4月 9日に「新型大陸間弾道ミサ
イルの出力ロケット発動機（エンジン）燃焼実験」（括弧内は引用者、以下「発動機」は「エ
ンジン」と訳出する）、後に「3・18革命」と呼ばれる 17年 3月 18日の「高出力ロケット
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エンジン地上燃焼実験」、同年 9 月 20日には「静止衛星運搬ロケット大出力エンジンの地
上燃焼実験」が行われ、一貫して「火星」系列に属する液体燃料による弾道ミサイルのエ
ンジン出力向上のための実験が行われていた 19。西海衛星発射場で固体燃料によるエンジ
ン実験が行われたと報じられたことはない。16年 3月 24日の「高出力固体燃料ロケット
エンジン燃焼実験」が行われたときも実験場は特定されず 20。翌 17年 10月 26日の固体燃
料のエンジン改良実験も、咸鏡南道にある実験施設で行われたという 21。19年 12月の二
回の「重大実験」も、「火星」系列の液体燃料によるエンジンの出力向上を目的にしていた
と考えてよい。
ところが、北朝鮮はすでに 2017年 11月の「火星 -15」発射実験で、米本土全体を射程に
収める ICBMの開発に成功していた。北朝鮮は「火星 -15」発射実験の際、政府声明で「目
標としたロケット兵器体系開発の最終段階に達した最も威力ある大陸間弾道ロケット」と
し、「米国本土全域を打撃できる超大型重量級核弾頭の装着が可能」22と自賛していたが、
北朝鮮が「火星 -15」以上のエンジン出力を必要としたのは、「超大型重量級核弾頭」以上
に重量化されたペイロードが想定されたからに他ならず、その一つの可能性として多弾頭
化が考えられる。北朝鮮が ICBM多弾頭化を「火星 -15」以降の課題と考えていたとすれば、
「火星 -15」が「ロケット兵器体系開発の最終段階」に達したとしても、「到達点」には達
していなかったことになる。

2019年 12月 22日の党中央軍事委員会第 7期第 3次拡大会議も、「重大実験」を受けて
もたれたと考えてよい。そこでは「党の軍事戦略および方針を徹底的に貫徹して国の防衛
力を画期的に強化するための部門別の課題が改めて強調され新たに提示された」23という
が、「部門」には「火星」系列の弾道ミサイルに関するものも含まれていたであろう。そこ
での「課題」も「重大実験」でエンジン出力を増した ICBMの弾頭部分に関わっていたと
考えてよい。さらに、金正恩は同年 12月 28日から 31日にかけての党中央委員会第 7期第
5次全員会議で、「戦略兵器の開発もより活発に推し進めていかなければならない」と述べ
た上で、「世界は遠からず朝鮮が保有することになる新たな戦略兵器を目撃する」24と予告
した。「目撃」が発射実験を意味するかはともかく、「新たな戦略兵器」は液体燃料のエン
ジン出力向上による「火星」系列を指していたと考えてよい。

（2）「戦争抑止力」概念――宣言的措置との相関関係
その後、2020年 5月 23日に党中央軍事委員会第 7期第 4次拡大会議が開かれたが、そ
こでは党 75年周年閲兵式での金正恩演説にも言及される「戦争抑止力」の概念に触れられ
た。この会議について『労働新聞』は、「国家防衛力と戦争抑止力（war deterrent）を一層
強化すべき必須の要求から発して（中略）敵対勢力の持続的な大小の

3 3 3

軍事的脅威を頼もし
く牽制

3 3

できるよう、国の全般的武力を政治思想的、軍事技術的に一層飛躍させるための重
要な軍事的対策（複数）」25（傍点、括弧内は引用者）が研究検討されたと報じていた。
もとより、「戦争抑止力」という概念は、金正恩がすでに 2013年 3月の党中央委員会全
員会議でも触れており 26、新しい概念ではない。20年に掲げられた「戦争抑止力」もその
延長線上にあるが、ここでいう「戦争抑止力」とは、核抑止力に特化されていないため、
ICBMによる第 2撃能力を構成要素とする「戦争抑止戦略」だけで構成されるわけではない。
19年夏、北朝鮮が KN-23、「超大型放射砲」など、通常兵力による対南兵力攻撃能力を誇
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示したとき、『労働新聞』はそれらを「社会主義朝鮮の限りなく強大な軍事的威力を誇示す
るチュチェ兵器の連続的な開発、完成」と自賛した上で、改めて「戦争抑止力」の概念を
掲げていた 27。上述の党中央軍事委員会拡大会議について『労働新聞』が、「戦争抑止力」
の要求から「大小の」軍事的脅威を「牽制」すると述べたのは、「戦争抑止力」が、小規模
の武力衝突への在韓米軍の介入を通常兵力による対南兵力攻撃能力で「牽制」することに
始まり、それが失敗した際の在日米軍、アンダーセン米空軍基地からの戦闘行動の発進を
「核先制打撃」で「牽制」する包括的な概念であることを示している。
そうだとすれば、「戦争抑止力」とは、「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」の双方にお
いて開発された装備に裏づけられた概念でもある。この概念の下で「核抑止力」が強調さ
れても、通常兵力による対南兵力攻撃を否定するものでもなく、通常兵力が強調されても
核抑止力を否定するものもない。2020年 7月 18日にもたれた党中央軍事委員会第 7期第 5
次拡大会議では「戦争抑止力を一層強化するため（の）核心問題」（括弧内は引用者）が討
議され、「革新的な重要軍需生産指標」が審議、承認とされたというが 28、同月 27日の「祖
国解放記念日」（朝鮮戦争軍事停戦記念日）に催された第 6次全国老兵大会で金正恩は、「頼
もしく効果的で自衛的な核抑止力で、もはや戦争という言葉はないであろうし、わが国家
の安全と未来は永遠にしっかりと保障されるでしょう」29と述べていた。
この文脈から、金正恩が 2020年 10月 10日の党 75周年閲兵式で行った演説でまず取り
上げるべきは、核使用に関する宣言的措置であろう。金正恩はここで「戦争抑止力」に触
れた上で、それが「決して濫用されたり、絶対に先制して使われたりすることはない」と
述べる一方で、「いかなる勢力であれ、わが国家の安全を脅かすのなら（中略）最も強力で
攻撃的な力を先制して総動員して懲らしめるでしょう」30と述べていた。ここでいう「戦
争抑止力」が「最も強力で攻撃的な力」である核戦力を含むとすれば、ここで金正恩は
NFUと「核先制打撃」という相容れない核使用の指針に同時に言及したことになる。
しかし、「戦争抑止力」が ICBMを含む核による第 2撃能力で構成される「戦争抑止戦略」
と通常戦力による対南兵力攻撃から、在日米軍、アンダーセン米空軍基地への対兵力攻撃
に至る「戦争遂行戦略」の双方を構成する軍事力全般を指すのなら、「戦争抑止戦略」と「戦
争遂行戦略」それぞれの宣言的措置に言及することもありえる。繰り返すまでもなく、「戦
争抑止戦略」が核使用に関する宣言的措置として米国の核による第 1撃を想定した NFUを
掲げていたのに対し、「戦争遂行戦略」は最初のエスカレーション・ラダーとなる対南兵力
攻撃は通常戦力で構成されながら、それが失敗した際の米国による在日米軍、アンダーセ
ン米空軍基地使用を抑止するために「核先制打撃」、「精密核打撃」を公言していた。金正
恩はここで「戦争抑止力」という包括的概念に言及することで、「戦争抑止戦略」と「戦争
遂行戦略」の相反する核使用の宣言的措置に同時に言及したことになる。
ただし、金正恩は「戦争抑止力」に言及したとき、「戦争遂行戦略」をより念頭に置いた
であろう。金正恩は「戦争抑止力」について、「敵対勢力」による「核の脅威を含むあらゆ
る危険な企図と威嚇的行動」を「抑止し､ 統制､ 管理（contain and control）する自衛的正
当防衛手段」と説明していた。ここで金正恩が「抑止」に加えて「統制」と「管理」に触
れたのは 31、「戦争遂行戦略」が「エスカレーション阻止」と同義であることをよく示して
いた。
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（3）「火星 -16」と「北極星 -4」――「重大実験」の成果と SLBM運用化の課題
党 75周年閲兵式の軍事パレードでは、「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」のそれぞれ
に用いられる兵器が登場した。まず挙げるべきは、11軸の自走 TELに搭載された「火星
-16」とみられる ICBMであろう。「火星 -16」は、「火星 -15」に続く ICBMとみられるが、「火
星 -15」のペイロードが約 1000キロと推測されたのに対して、約 2000キロから 3500キロ
までのペイロードに耐えうると推定されている 32。さらに、そのノーズコーン部分は「火
星 -15」のそれと比べてみても長く、4個までの弾頭を搭載できるとみられ 33、多弾頭化の
想定の下に設計されていたとみてよい。2019年 12月の 2回目の「重大実験」に際して朴
正天朝鮮人民軍総参謀長は、その結果が「さらなる

3 3 3 3

戦略兵器の開発にそのまま
3 3 3 3

適用される
ことになるであろう」（傍点は引用者）と述べていたが、それが重量化したペイロードに対
応するエンジン出力増大のための実験であったなら――朴正天がいうように――その成果
は「そのまま」、「火星 -16」に適用されたと考えてよい。金正恩が党中央委員会第 7期第 5
次全員会議で「世界は遠からず」目撃すると予告した「新たな戦略兵器」も、「火星 -16」
であったことになる。

ICBMの多弾頭化の目的が米本土のミサイル防衛を攪乱することにあるとはいえ、「火星
-16」が米本土を射程に置く対価値攻撃能力である以上、そこに求められる能力は、対南兵
力攻撃に求められるものとは異なる。対南兵力攻撃は在韓米軍基地に配備される最高迎撃
高度約 15キロの PAC-3（CRI）、これとほぼ同程度の迎撃高度をもつ韓国軍の韓国型ミサ
イル防衛のM-SAM「天弓」、最高迎撃高度約 60 キロの L-SAM「天弓 -2」などの終末防衛
を回避しなければならない。ところが、対兵力攻撃はその命中率を高める程に、軌道が明
らかとなるため迎撃される可能性は相対的に高まる。2019年に発射実験された KN-23は、
ミッドコースから跳躍型の軌道をとることで攻撃される側の弾道計算を困難にし、この「命
中率と脆弱性の逆説」から逃れようとしたが 34、対南兵力攻撃の装備の目的は、あくまで
も軍事施設という狭い標的に命中することにあった。
これに対して、米本土への対価値攻撃には、対兵力攻撃能力に求められる程度の「命中率」
は必要とされない。多弾頭化により個々の弾頭の破壊力は低下するが、米国のミサイル防
衛を攪乱することで核弾頭が着弾する可能性は相対的に高まる。米本土に対する対価値攻
撃は、ミサイル防衛を攪乱して都市という大きな標的の一部に着弾できる程度の命中率が
あればその目的は達成できる。米本土を射程に置く ICBMミサイル防衛の攪乱には、対南
兵力攻撃が回避しなければならない「命中率と脆弱性の逆説」は考慮しなくてもよい。北
朝鮮が多弾頭化を完了しているとは考えにくいが、それまでの過渡期においてノーズコー
ン部分に核弾頭とともに、デコイ（囮弾頭）を搭載することで、米国のミサイル防衛を攪
乱しようとすることは考えておいてよい。
他方、党 75周年記念閲兵式の軍事パレードには、SLBM「北極星 -3」の後継とみられる

「北極星 -4」が登場した。金正恩と金正官はともに演説では SLBMには触れなかったが、「北
極星 -4」のノーズコーン部分は「北極星 -3」より拡大し、「火星 -16」と同様、多弾頭化の「能
力」を誇示している。ただし、全長は「北極星 -3」よりも短い 8から 9メートルの 2段式
と推測され、SSBへの搭載を念頭に置いている。直径が若干拡大しているものの、それに
より注入する固体燃料の総量が大幅に増大するとは考えにくく、発射されたとして射程延
長が望めるわけではない。北朝鮮はこれ以降、「北極星」系列の SLBMを運用し、在日米



第 1章　北朝鮮の「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」の現段階 

̶ 19 ̶

軍だけではなくアンダーセン米空軍基地を射程に収めるために SSB大型化の必要性を改め
て認識したに違いない 35。

3. 系列生産間の「不均衡」な相乗効果――第 8回党大会

（1）宣言的措置の踏襲――「先制」と「報復打撃」
2021年 1月 5日に開かれた第 8回党大会で金正恩は活動総括報告を行うが、ここでまず
確認しておくべきは、やはり核使用の宣言的措置であろう。金正恩はこの報告の後段部分
（「祖国の自主的統一と対外関係の発展のために」）のなかで、「敵対勢力がわれわれを狙っ
て核を

3 3

使用しない限り濫用しない」（傍点は引用者）と述べていた 36。この言辞に限っては
NFUに等しく、金正恩が 16年 5月の第 7回党大会の活動総括報告で言及した「敵対勢力
が核で

3 3

われわれの自主権を侵害しない限り先に核兵器を使用しない」（傍点は引用者）を踏
襲するかたちとなっている。ところが、金正恩はそれより前段部分（「社会主義建設の画期
的前進のために」）の国防力に関する部分では、ICBMとの関連で「核先制

3 3 3

および報復打撃
能力を高度化することに関する目標が提示された」（傍点は引用者）と述べ、核が報復とし
てだけではなく先制使用されうることに触れた。金正官国防相もまた、閲兵式での軍事パ
レードに先立って行った演説で、「共和国武力は朝鮮半島地域でのあらゆる軍事的脅迫を徹
底的に抑制（contain）する」として、「エスカレーション阻止」を示唆する一方、「もし敵
対勢力がわが国の安全を少しでも侵害するならば、最も強い攻撃力を先制的に動員

3 3 3 3 3 3

して徹
底的に懲らしめる」（傍点は引用者）と述べた。ここで「先制的に動員」の箇所は、朝鮮中
央通信の英文表記では “preemptively use” となっていた 37。「最も強い攻撃力」が核戦力を
指すとして、それを「先制的に使用（use）」するのなら、これは核先制使用を宣言したに
等しい。
ただし繰り返すまでもなく、核使用について相反する発言は、2013年 3月の党中央委員
会全員会議以来、北朝鮮の核態勢が二つの戦争を想定していたことをみれば矛盾とはいい
難い。むしろ、金正恩はここで、党 75周年閲兵式での演説と同様、党中央委員会全員会議
で示した「最小限抑止」に相当する「戦争抑止戦略」と「エスカレーション阻止」のため
の「戦争遂行戦略」が有効であったことを示していた。実際、金正恩はここで「軍事技術
的強勢を不可逆的なものにし、戦争抑止力、戦争遂行能力を最高の域に引き上げたことに
ついて総括した」と述べたと報じられ、「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」に直接触れな
かったものの、その能力に言及していた。なお、金正恩はここで、「核の脅威が伴わざるを
得ない朝鮮半島地域における各種の軍事的脅威について主導性を維持しながら徹底して抑

3 3 3 3 3

止し
3 3

、統制管理
3 3 3 3

（thoroughly contain, control and handle）できるようにしなければならない」（傍
点は引用者）38と述べていた。これは、金正恩が党 75周年閲兵式での演説で「戦争抑止力」
に言及したとき、「敵対勢力」による「核の脅威を含むあらゆる危険な企図と威嚇的行動」
を「抑止し､ 統制､ 管理する」必要に触れたことと同様の文脈に属する。
しかも、ICBMについてその使用は、上述の通り「戦争抑止戦略」を構成すると同時に、

「戦争遂行戦略」――「エスカレーション阻止」――の最終段階に想定されていた。ICBM
は「報復」としても使用されるが、米国が朝鮮半島での武力衝突をエスカレートする際に
核を用いなければ、北朝鮮が先に核を使用することになる。確かに、在日米軍、アンダー



第 1章　北朝鮮の「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」の現段階 

̶ 20 ̶

セン米空軍基地への核による対兵力攻撃をせず、ICBMによる米本土への対価値攻撃を行
うとは考えにくいが、ICBMが北朝鮮による先制核使用の文脈に置かれたことを考えれば、
金正恩が ICBMとの関連で、「報復」とともに「核先制」に触れたことは「戦争抑止戦略」
と「戦争遂行戦略」が収斂しうることを再確認したと考えてもよい。

（2）「北極星」系列から「火星」系列への技術移転の効用――ICBM固体燃料化
第 8回党大会は各部門からの報告と討議を経て閉会するが、閉会翌々日の 1月 14日に異
例に、しかも夜間に閲兵式と軍事パレードが挙行された。軍事パレードには新たな ICBM
は登場しなかったが、金正恩は活動総括報告で「火星 -16」について「われわれの核戦力
が到達した最高の近代性と打撃能力を余すところなく誇示した」と述べ、ICBMの「目標
を正確に命中

3 3

させる能力」（傍点は引用者）を高めると述べたことは吟味に値する。再び「火星
-15」発射実験の際の政府声明を振り返ってみれば、そこで「火星 -15」は「米国本土全域
を打撃

3 3

できる超大型重量級
3 3 3 3 3 3

核弾頭の装着が可能な大陸間弾道ロケット」（傍点は引用者）39

とされていた。金正恩の活動総括報告で、ICBMに求められる能力が「打撃」から「命中」
に移行したことになる。
ただし上述の通り、ここでいう「命中」とは米本土への対価値攻撃を想定しているのなら、
そこでは在韓米軍基地、「中距離戦略弾道弾」が標的とする在日米軍基地、「中長距離戦略
弾道弾」が標的とするアンダーセン米空軍基地へのそれと同程度の命中精度が求められる
わけではない。この文脈から、金正恩が「国防科学研究部門で多弾頭個別誘導技術をさら
に完成するための研究を最終段階で行っている」と明らかにしたことは特筆してよい。前
年 10月の党 75周年閲兵式の軍事パレードに登場した「火星 -16」のノーズコーン部分が
拡大したのはやはり多弾頭化を意図していたことが、金正恩の発言で確認されたことにな
る。別言すれば、多弾頭化により核弾頭が米国のミサイル防衛を攪乱することで米東海岸
の都市にも着弾でき、対価値攻撃の目的を達成しうることが誇示された。金正恩は活動総
括報告で ICBMの「研究」が「最終段階にある」と述べたが、その「研究」は、多弾頭化
を指していたと考えてよい。
金正恩が「国防工業の飛躍的な強化発展のための戦略的な課題」を挙げるなかで、ICBM
の射程として初めて「1万 5000キロ」という数値を示したこともこれに関連する。2017年
11月に発射実験された「火星 -15」は、そのときの政府声明によると「到達高度 4475キ
ロまで上昇し、950キロ」を飛翔する軌道を辿ったというが、通常軌道で発射された場合、
射程は米フロリダ半島を越えると推測されていた 40。これに対して金正恩が言及した「1
万 5000キロ」の射程は、カリブ海を越えて大西洋にまで達する。あえて米東海岸との最短
距離以上の射程を提示したのは、多弾頭化によって弾頭重量が増して射程距離が縮小して
も、米東海岸の都市が射程内に入ることを示すためであったろう。
金正恩はまた、活動総括報告で、弾道ミサイルの系列生産にも触れていた。ここで金正
恩は「火星」系列と「北極星」系列がそれぞれ「特有の作戦的使命」に即していると述べ
たが、上述の通り、「火星」系列では液体燃料で開発がすすめられ、ホット・ローンチとは
いえ TELからの発射で秘匿性を得ようとしたのに対し、「北極星」系列では固体燃料で開
発がすすめられ、射程距離は「中距離」に留まりながらもコールド・ローンチで発射され
てきた。弾道ミサイルの系列生産の目的が異なる技術の開発をすすめつつ、それらを転用
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することで相乗効果を及ぼすことにあったとすれば、ここで金正恩が述べた「近いうちに
水中および地上固体エンジン大陸間弾道ロケットの開発を計画通り

3 3 3 3

に推し進め」（傍点は引
用者）ると言及したことも、弾道ミサイルの系列生産の相乗効果と関連している。
その相乗効果の一つは、液体燃料で開発がすすめられた「火星」系列に「北極星」系列
の固体燃料の技術を転用することにある。金正恩がいう「地上固体エンジン大陸間弾道ロ
ケット」――固体燃料化された ICBM――の開発が可能となり、これまで「火星」系列が
欠いていた発射の即応性も得ることができる。また、「北極星」系列で用いられたコールド・
ローンチの技術が「火星」系列に転用されれば、ローンチ・パッドがなくとも TELを損傷
せずにミサイル発射が可能となり、ミサイルがサイロに格納されてもその底部を損傷する
ことなく複数回発射できる。金正恩が「計画通りに推し進め」ると言及したことは、弾道
ミサイルの系列生産による相乗効果を予め想定していたことを示唆している。

（3）「火星」系列から「北極星」系列への技術移転の限界――SSB大型化の優先
しかしこれに対して、金正恩は活動総括演説で ICBMについて射程延長を誇示したこと
とは対照的に、SLBMの射程延長については触れなかった。上述の通り、現有の「ロメオ」
級に「北極星」系列の SLBMを搭載できたとしても、アンダーセン米空軍基地を射程には
収めきれず、射程を延長して SLBMが大型化すれば、「ロメオ」級の潜水艦への搭載はな
おさら困難となる。約 2000キロの射程をもつ「北極星 -3」系列を搭載して、アンダーセ
ン米空軍基地を射程に収めるならば、射程距離を延ばして大型化した SLBMを搭載するに
も作戦水域を拡大するにも、SSBの大型化が前提となる。北朝鮮が在日米軍だけではなく、
アンダーセン米空軍基地に対する対兵力攻撃能力として SLBMを「戦争遂行戦略」に組み
込むには、SLBMの射程延長よりは、SSBの大型化に優先順位を与えざるをえない。
金正恩はここで、「中型潜水艦の武装近代化目標の基準を正確に設定」して「海軍の現存
の水中作戦能力を著しく向上させうる確固たる展望を開く」と述べたが、これも現存の「ロ
メオ」級では SLBMを「戦争遂行戦略」に組み込むには不十分であることを自認したに等
しい。アンダーセン米空軍基地を射程に収めるには、金正恩がいうように、少なくとも「ロ
メオ」級を上回る「中型潜水艦」の建造が必要となる。また、さらに潜航距離を延ばすには、
ディーゼル燃料では限界がある。金正恩はここで「新しい原子力潜水艦の設計 ･研究が終
わって最終審査段階」にあるとまで述べた。さらに金正恩は、この党大会で「核長距離打
撃能力を向上させる上で重要な意義をもつ原子力潜水艦と水中発射型核戦略兵器を保有す
る課題が上程された」と述べ、SLBMで遠方の標的を攻撃する方法の一つとして、潜水艦
の潜航距離を延ばす必要が提起されたことを明らかにしたのである。
わずか 3ヶ月前の党 75周年閲兵式で SLBM「北極星 -4」を登場させながら、第 8回党
大会閉会後の閲兵式にも SLBM「北極星 -5」を登場させたのも、ICBMが「戦争抑止戦略」
の中核となったことと同様、SLBMを「戦争遂行戦略」の中核に位置づけようとする金正
恩の意思を示していた。確かに、「北極星 -5」はノーズコーン部分を長くしたため、全長は「北
極星 -4」の推定 9.8メートルから 10.5メートルと若干伸びてはいるが、直径は大差なく 41、
注入できる固体燃料の量が大きく増加したとは考えにくい。これが発射されても「北極星
-2」、「北極星 -3」の約 2000キロの射程を大きく上回ることはない。
にもかかわらず、金正恩は活動総括報告で「われわれの国家防衛力が敵対勢力の威嚇を
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領土外で先制的
3 3 3 3 3 3 3

に制圧することができる（preemptively contain outside our territory）水準に
上り詰めた以上、今後の朝鮮半島情勢激化はすなわち、われわれを脅かす勢力（複数）の
安全保障の不安定へとつがなるであろう」（傍点、括弧内は引用者）42と述べていた。「領
土外」が SLBMによる攻撃を想定している以上、それは核兵器によると考えるべきであろ
うし、北朝鮮を「脅かす勢力」に複数形が用いられたのは、米国だけではなく、日本を念
頭に置いているからであろう 43。これは SLBMによる攻撃能力が対南兵力攻撃によっても
在韓米軍の介入を阻止できず、在日米軍基地を用いた戦闘行動の発進を阻止するためにも
用いられることを示唆している。ここで金正恩は SLBMを「戦争遂行戦略」――「エスカレー
ション阻止」――に位置づけていることを改めて示したことになる。

結語――第 8回党大会以降の「戦争遂行戦略」
金正恩が 2013年 3月の党中央委員会全員会議での演説で、「戦争抑止戦略」と「戦争遂
行戦略」に言及して核態勢の輪郭を明らかにしつつ、核使用の方針について宣言して以来、
北朝鮮はその二つの「戦略」で相反する核使用に関する宣言的措置――NFUと「核先制打
撃」――を堅持し、それぞれに必要な兵器開発を急いできた。それは 16年から 17年にか
けて、ICBMを含む「火星」系列での弾道ミサイル、「北極星」系列でも 19年に「北極星
-3」に至る一連の SLBM開発で一応の輪郭を整え、19年から 20年にかけては「戦争遂行
戦略」の下での最初のエスカレーション・ラダーに相当する対南兵力攻撃能力を誇示した。
かくして 20年 10月の党 75周年閲兵式と 21年 1月の第 8回党大会で、金正恩は核使用に
関する宣言的措置を継承しつつ、「戦争抑止戦略」と「戦争遂行戦略」のための装備に言及
し、閲兵式と軍事パレードでそれらを誇示した。第 8回党大会を終えた後、『労働新聞』は
社説を掲げ、「わが人民軍隊はいかなる戦争方式

3 3 3 3 3 3 3 3

にも全て対応することができ､ 断固制圧粉
砕できる強力な戦争遂行能力

3 3 3 3 3 3

を備えた無敵の強軍である」（傍点は引用者）44と自賛したの
である。
もとより、この二つの金正恩による演説からは、北朝鮮が「戦争抑止戦略」と「戦争遂
行戦略」で開発の余地が残っている部分も指摘できる。その多くが弾道ミサイルの系列生
産に関連していることは指摘した通りである。この生産方式は当初から系列間の相乗効果
を期してとられたが、その相乗効果が二つの系列間で均等に表れるとは限らない。弾道ミ
サイルの射程延長を主眼として液体燃料で開発がすすめられた「火星」系列は、SLBMの
開発を主眼に固体燃料で開発がすすめられた「北極星」系列からその技術を転用すること
で、金正恩が第 8回党大会で明言した通り、固体燃料化された ICBMという方向性をとる
であろう。「火星」系列ですすめられたホット・ローンチよる発射方式も、やがて「北極
星」系列ですすめられたコールド・ローンチに切り替えるかもしれない。そうなれば、「火
星 -16」が多弾頭化を念頭に置いていることを考えるとき、北朝鮮の ICBMは、固体燃料化、
コールド・ローンチによる発射方式に加え、多弾頭化されることになる。金正恩は第 8回
党大会の結論として、新たな 5カ年計画との関連で「軍需生産目標と課題を無条件に遂行
し（中略）わが党の歴史的進軍を最強の軍事力で保障しなければなりません」45と述べたが、
このような ICBM開発の方向性も「軍需生産目標」に定められたに違いない。
これに対して、「北極星」系列が「火星」系列から技術転用される段階にはない。「北極星」
系列の SLBMが射程を延ばそうにも、それを搭載する SSBの開発が相応していないから
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である。「北極星」系列で最後に発射実験されたのは「北極星 -3」であるが、その後継と
みられる「北極星 -4」、「北極星 -5」が――未実験とはいえ――「北極星 -3」の射程約 2000
キロを大きく上回るとは考えられないのはそのためである。「北極星」系列の SLBMがそ
の射程を延ばすのは、北朝鮮が射程延長とともに大型化された SLBMを搭載できる中型以
上の潜水艦を建造してからと考えてよい。そのとき ICBMが固体燃料化、コールド・ロー
ンチ発射方式への転換を済ませ、多弾頭化されていたならば、「火星」系列の ICBMの技
術が「北極星」系列の SLBMに「逆転用」されるかもしれない。
他方、第 8回党大会での金正恩による活動総括報告をみて、改めて瞠目させられるのは
金正恩がこれまで開発した兵器だけではなく、これから開発すべき兵器も列挙していたこ
とである。ここで検討した ICBM、SLBMのほかに、金正恩は「中長距離巡航ミサイルを
はじめとする先端核戦術兵器を次々と開発することによって､ 頼もしい軍事技術的強勢を
堅持した」として、巡航ミサイルに言及した他 46、「新型弾道ロケットに適用する極超音速
滑空飛行戦闘部」はすでに「弾頭開発研究を終え､試験製作に入るための準備を行っている」
と述べ、「各種の電子兵器､ 無人打撃装備、偵察探知手段､ 軍事偵察衛星」についても言及
した。金正恩が過去、これほど個々の兵器、装備を列挙した演説はない。
なかでも強調しておくべきは、金正恩が「国防工業を飛躍的に強化発展させるための中
核的構想と重要な戦略的課題」として、「核兵器の小型軽量化、戦術兵器化

3 3 3 3 3

を一層発展させ、
現代戦での作戦任務の目的と打撃対象によって、様々な手段に適用できる戦術核兵器を開
発する」（傍点は引用者）と述べたことである。いうまでもなく、核兵器の「小型軽量化」
であれ、「戦術兵器化」であれ、それは本来、爆発力をあえて制御することを意味し、甚大
な爆発力で人命、都市機能などの破壊を目的とする対価値攻撃を目的にしていない。
一方、これまで北朝鮮は対南兵力攻撃を「戦争遂行戦略」の下での「エスカレーション阻止」
の最初のラダーに位置づけながらも、そこでの核使用には慎重な立場を貫いていた。2019
年から 20年にかけ、対南兵力攻撃能力を誇示したときも、それは米国による核の報復を招
かないよう KN-23、「超大型放射砲」などの非核戦力に限られていた。振り返ってみても、
17年 5月、『労働新聞』は「スカッド -ER」の発射実験後、「最初に

3 3 3

放射能の雲に包まれる
のは日本」47（傍点は引用者）とする論評を掲載していた。第 8回党大会を受け『労働新聞』
が掲げた社説も、「最も強力な攻撃的力」として核兵器を示唆しながら、それが「先制的」
に「動員」されるのが「領土外」であるとしたが 48、それは翻れば、北朝鮮は核兵器を朝
鮮半島内部では使用しないことを想定していたことになる。しかし、北朝鮮が「戦術核兵器」
を保有することは、それを北朝鮮の「領土内」で使用する可能性を自認するに等しい。こ
れが KN-23、「超大型放射砲」などの対南兵力攻撃能力に「戦術核兵器」が加わる――ある
いは KN-23に核弾頭が搭載される――ことを意味するとすれば、北朝鮮「領土外」で核兵
器が「先制的」に「動員」される前に、その「領土内」で核兵器が使用される可能性を孕む。
そうだとすれば、「戦術核兵器」は、「戦争遂行戦略」が想定するエスカレーション・ラダー
に大きな変更を迫ることになる 49。
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―注―

1 金正恩による朝鮮労働党第 7回大会での活動報告は、「朝鮮労働党第 7次大会で行った党中央委員会事
業総和報告」『労働新聞』2016年 5月 8日（邦訳は、「朝鮮労働党第 7次大会でおこなった中央委員会
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